
５２ 科学技術に関わる人材の多様なキャリアパスの例
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・ジャーナリズム

・法律 ・環境保護組織
・科学政策 ・非営利助成管理

・ジャーナリズム ・法科大学院 ・産業技能者・ビジネス管理
・非営利、政府 ・臨床試験チームリーダー
・立法支援者 ・公衆衛生マネジャー ・科学管理

・科学教育と理解増進プログラム
・研究技能者 ・専門職大学院の先生

・ライター ・財団支援者

注）米国籍を有する技術者（engineer）の平均年収である。
資料：米国科学財団「Science and Engineering Indicators 2002 」
出典：平成15年版科学技術白書
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図４１　米国における取得学位別・学位取得後経過年数別の平均年収５３ 米国における取得学位別・学位取得後経過年数別の平均年収

出典：「科学技術と社会という視点に立った人材養成を目指して
－科学技術・学術審議会人材委員会第三次提言－ (平成16年7月)」

注）米国籍を有する技術（engineer）の平均年収である。

資料：米国科学財団「Science and Engineering Indicators 2002」
平成15年版科学技術白書
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